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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡用の電気接続ピースにおいて、前記内視鏡の画像生成ユニットの密閉式貫通接続
（１０）の接点ピン（１１）用の接点開口（１２）によって貫通される中央セクション（
３１）を有する少なくとも部分的にフレキシブルな回路基板（３０）を備え、前記回路基
板（３０）は、前記中央セクション（３１）から異なる方向に分岐する屈曲可能な第１の
アーム（３２）及び屈曲可能な第２のアーム（３３）を更に備え、前記第１のアーム（３
２）は、前記中央セクション（３１）から外方を向く前記第１のアーム（３２）の端にお
いて、平坦な第１の端表面（３６）を備え、前記第２のアーム（３３）は、前記中央セク
ション（３１）から外方を向く前記第２のアーム（３３）の端において、平坦な第２の端
表面（３７）を備え、ストリップ導体（ｓｔｒｉｐ　ｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓ）は、前記接
点開口（１２）と前記第１及び第２の端表面（３６，３７）内に存在する第１の電気接触
表面（３４，３５）との間に延在する、電気接続ピースであって、対称軸（Ａ）に対して
鏡像対称である接点割当ては、前記接点開口（１２）について提供され、更に、前記第１
のアーム（３２）は、平坦な前記第１の端表面（３６）に対向する平坦な第３の端表面（
３６ａ）を備え、前記第２のアーム（３３）は、前記第２の端表面（３７）に対向する平
坦な第４の端表面（３７ａ）を備え、更なるストリップ導体は、前記接点開口（１２）と
前記第３及び第４の端表面（３６ａ，３７ａ）内に存在する第２の電気接触表面（３４ａ
，３５ａ）との間に延在し、前記第１の電気接触表面（３４，３５）は、第１の接点技術
及び／または接点割当てを使用して接触するために構成され、前記第２の電気接触表面（
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３４ａ，３５ａ）は、異なる第２の接点技術及び／または接点割当てを使用して接触する
ために構成されることを特徴とする、電気接続ピース。
【請求項２】
　前記アーム（３２，３３）は、前記中央セクション（３１）から反対方向に分岐し、前
記対称軸（Ａ）は、前記アーム（３２，３３）の長手方向（Ｌ）の共通方向に少なくとも
ほぼ平行または垂直に延在することを特徴とする、請求項１に記載の電気接続ピース。
【請求項３】
　任意選択で、前記第１及び第２の端表面（３６，３７）内の前記第１の接触表面（３４
，３５）または前記第３及び第４の端表面（３６ａ，３７ａ）内の前記第２の接触表面（
３４ａ，３５ａ）は、更なる電気接続要素に接続され得るまたは接続されることを特徴と
する、請求項１または２に記載の電気接続ピース。
【請求項４】
　互いに異なる前記第１及び第２の接点技術は、以下のリスト：はんだ付け、プラグ接続
、角のビアによる接続、の中から選択されることを特徴とする、請求項３に記載の電気接
続ピース。
【請求項５】
　前記回路基板（３０）の底表面（３１）及び／または前記第１及び第２の端表面（３６
，３７）ならびに前記第３及び第４の端表面（３６ａ，３７ａ）の１つまたは複数は、強
化される、及び／または、前記アーム（３２，３３）よりフレキシブルでないことを特徴
とする、請求項１から４のいずれか１項に記載の電気接続ピース。
【請求項６】
　前記第１のアーム（３２）及び前記第２のアーム（３３）は、少なくともほぼ同じ長さ
を有し、互いの上部に平坦に少なくとも部分的に設置され得る、または、設置され、重ね
合された状態において、前記第１及び第２の端表面（３６，３７）または前記第３及び第
４の端表面（３６ａ，３７ａ）は前記中央セクション（３１）から外方を向き、前記重ね
合された状態において、前記中央セクション（３１）と共に、実質的に対称な三角形を形
成し、前記重ね合された第１、第２、第３、及び第４の端表面（３６，３６ａ，３７，３
７ａ）は、前記画像生成ユニットの中心軸または回転軸上に実質的に設置され得るまたは
設置されることを特徴とする、請求項１から５のいずれか１項に記載の電気接続ピース。
【請求項７】
　平坦安定化本体（４０）が含まれ、前記平坦安定化本体は、前記重ね合わされた第１、
第２、第３、及び第４の端表面（３６，３６ａ，３７，３７ａ）の間に配置されることを
特徴とする、請求項６に記載の電気接続ピース。
【請求項８】
　前記平坦安定化本体（４０）は、電気絶縁材料を含むことを特徴とする、請求項７に記
載の電気接続ピース。
【請求項９】
　前記平坦安定化本体（４０）は、前記第１のアーム（３２）及び前記第２のアーム（３
３）内の前記第１、第２、第３、及び第４の端表面（３６，３６ａ，３７，３７ａ）内の
前記ストリップ導体部分及び／または更なるストリップ導体部分において、信号クロスト
ークを低減させる材料を含むことを特徴とする、請求項８に記載の電気接続ピース。
【請求項１０】
　接続要素（４１）が含まれ、前記接続要素は、前記第１、第２、第３、及び第４の端表
面（３６，３６ａ，３７，３７ａ）を貫通し共に接続し、前記平坦安定化本体（４０）の
両側でマッシュルーム状突出部として構成されることを特徴とする、請求項７から９のい
ずれか１項に記載の電気接続ピース。
【請求項１１】
　前記回路基板（３０）の前記中央セクション（３１）の前記接点開口（１２）は、前記
密閉式貫通接続（１０）の接点ピン（１１）によって塞がれ得るまたは塞がれ、前記接点
ピン（１１）にはんだ付けされ得るまたははんだ付けされることを特徴とする、請求項１



(3) JP 6676067 B2 2020.4.8

10

20

30

40

50

から１０のいずれか１項に記載の電気接続ピース。
【請求項１２】
　内視鏡であって、シャフト、及び、前記シャフト内に配置される密閉式画像生成ユニッ
トを備え、請求項１から１１のいずれか１項に記載の電気接続ピースを備える、内視鏡。
【請求項１３】
　内視鏡内で電気接続を確立するための方法であって、電気接続ピースが請求項１から１
２のいずれか１項に従って提供され、前記電気接続ピースを接触させるための前記第１及
びまたは前記第２の接点技術及び／または接点割当てが選択され、
　前記第１の接点技術及び／または接点割当てが選択されると：
－前記第１の電気接触表面（３４，３５）が前記回路基板（３０）の共通平坦側面上にあ
る状態で配置される前記中央セクション（３１）の第１の側面（２８）は、前記画像生成
ユニットの前記貫通接続（１０）に向き、前記接点開口（１２）が前記貫通接続（１０）
の前記接点ピン（１１）上にある状態で設置され、はんだ付けされ、
－前記第１のアーム（３２）及び前記第２のアーム（３３）は、互いに向かって屈曲され
、前記アーム（３２，３３）の前記第３及び第４の端表面（３６ａ，３７ａ）は、重ね合
わされ、共に接続され、これにより、前記第１の電気接触表面（３４，３５）は外方に向
き、
－その後、前記第１の電気接触表面（３４，３５）と更なる電気接続要素の電気導体との
導電性接続は、前記第１の接点技術及び／または接点割当てに従って確立され、
　前記第２の接点技術及び／または接点割当てが選択されると：
－前記第２の電気接触表面（３４ａ，３５ａ）が前記回路基板（３０）の共通平坦側面上
にある状態で配置される前記中央セクション（３１）の第２の側面（２８ａ）は、前記画
像生成ユニットの前記貫通接続（１０）に向き、前記接点開口（１２）が前記貫通接続（
１０）の前記接点ピン（１１）上にある状態で設置され、はんだ付けされ、
－前記第１のアーム（３２）及び前記第２のアーム（３３）は、互いに向かって屈曲され
、前記アーム（３２，３３）の前記第１及び第２の端表面（３６，３７）は、重ね合わさ
れ、共に接続され、これにより、前記第２の電気接触表面（３４ａ，３５ａ）は外方に向
き、
－その後、前記第２の電気接触表面（３４ａ，３５ａ）と更なる電気接続要素の電気導体
との導電性接続は、前記第２の接点技術及び／または接点割当てに従って確立される、方
法。
【請求項１４】
　互いに異なる前記第１の接点技術及び前記第２の接点技術は、以下のリスト：はんだ付
け、プラグ接続、角のビアによる接続、の中から選択され、前記第１の及び／または前記
第２の電気接触表面（３４，３４ａ，３５，３５ａ）は、これらの接点技術のうちの１つ
により、選択的に接触状態にされることを特徴とする、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のアーム（３２）及び前記第２のアーム（３３）は、少なくともほぼ同じ長さ
を有し、互いの上部に平坦に少なくとも部分的に設置され、前記重ね合された状態におい
て、前記第１及び第２の端表面（３６，３７）または前記第３及び第４の端表面（３６ａ
，３７ａ）は、前記中央セクション（３１）から外方を向き、前記重ね合された状態にお
いて、前記中央セクション（３１）と共に、実質的に対称な三角形を形成することを特徴
とする、請求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記重ね合された第１、第２、第３、及び第４の端表面（３６，３６ａ，３７，３７ａ
）は、前記画像生成ユニットの中心軸または回転軸上に実質的に設置されることを特徴と
する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　平坦安定化本体（４０）は、前記電気接続ピースに含まれ、前記重ね合わされた第１、
第２、第３、及び第４の端表面（３６，３６ａ，３７，３７ａ）の間に配置されることを
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特徴とする、請求項１３から１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記平坦安定化本体（４０）は、電気絶縁材料を含むことを特徴とする、請求項１７に
記載の方法。
【請求項１９】
　前記平坦安定化本体（４０）は、前記第１のアーム（３２）及び前記第２のアーム（３
３）内の前記第１、第２、第３、及び第４の端表面（３６，３６ａ，３７，３７ａ）内の
前記ストリップ導体部分及び／または更なるストリップ導体部分において、信号クロスト
ークを低減させる材料を含むことを特徴とする、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１のアーム（３２）及び前記第２のアーム（３３）は、前記第１、第２、第３、
及び第４の端表面（３６，３６ａ，３７，３７ａ）を貫通する接続要素（４１）に接続さ
れ、前記接続要素（４１）は、前記平坦安定化本体（４０）の両側でマッシュルーム状突
出部を形成することを特徴とする、請求項１７から１９のいずれか１項に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用の電気接続ピースに関し、電気接続ピースは、内視鏡の画像生成ユ
ニットの密閉式貫通接続の接点ピン用の接点開口によって貫通される中央セクションを有
する少なくとも部分的にフレキシブルな回路基板を備え、回路基板は、中央セクションか
ら異なる方向に分岐する屈曲可能な第１のアーム及び屈曲可能な第２のアームを更に備え
、第１のアームは、中央セクションから外方を向く第１のアームの端において、第１の平
坦端表面を備え、第２のアームは、中央セクションから外方を向く第２のアームの端にお
いて、第２の平坦端表面を備え、ストリップ導体（ｓｔｒｉｐ　ｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓ）
は、接点開口と端表面内に存在する第１の電気接触表面との間に延在する。更に、本発明
は、シャフト及びシャフト内に配置される密閉式画像生成ユニットを備える内視鏡に関す
る。本発明は、更に、内視鏡において電気接続を確立するための方法に関する。
【０００２】
　内視鏡、例えば、ビデオ内視鏡において、光学部品、例えば、前方を観察するためのま
たは側方を観察するための対物レンズは、内視鏡シャフトの遠位先端に位置付けられる（
locate）。画像センサは、この対物レンズに隣接し、前記画像センサは、受信される光を
電気信号に変換し、その電気信号は、適した電気導体によって近位端に伝導される。内視
鏡シャフトの内部で信号を伝達する電気導体は、複数のシールド付きまたはシールドなし
のより合わせたワイヤ、フレキシブル回路基板、または同様なものを備えるケーブルであ
り得る。
【０００３】
　一部の内視鏡において、光学部品及び画像センサは共に、密閉式チャンバ内に位置する
。こうした内視鏡は、例えば、ＤＥ　１０　２０１２　２０２　１３３　Ａ１に開示され
る。一般に、内視鏡の遠位先端上の光学サブアセンブリは、「Ｒユニット（Ｒ－ｕｎｉｔ
）」としても示される。光学サブアセンブリは、光学レンズシステム、及び、任意選択で
、光学表面センサ、例えば、ＣＣＤまたはＣＭＯＳセンサを含む。こうしたＲユニットに
接触するため、電気導体の密閉式めっき式スルーホールが存在する。こうした密閉式電気
スルーホールは、例えば、金属ピン及び／または接点ピンがガラス支持体に鋳造されるこ
とによって実装される。信号伝送のために使用される電気導体は、例えば、これらの金属
ピン上に直接はんだ付けされる。
【０００４】
　内視鏡用の電気接続ピース、内視鏡、及び、接続の観点で柔軟性がある内視鏡において
電気接続を確立するための方法を提供することが本発明の目的である。
　本目的は、内視鏡用の電気接続ピースによって達成され、電気接続ピースは、内視鏡の
画像生成ユニットの密閉式貫通接続の接点ピン用の接点開口によって貫通される中央セク
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ションを有する少なくとも部分的にフレキシブルな回路基板を備え、回路基板は、中央セ
クションから異なる方向に分岐する屈曲可能な第１のアーム及び屈曲可能な第２のアーム
を更に備え、第１のアームは、中央セクションから外方を向く第１のアームの端において
、第１の平坦端表面を備え、第２のアームは、中央セクションから外方を向く第２のアー
ムの端において、第２の平坦端表面を備え、ストリップ導体は、接点開口と端表面内に存
在する第１の電気接触表面との間に延在し、対称軸に対して鏡像対称である接点割当てが
、接点開口について提供され、同様に、第１のアームが、第１の端表面に対向する平坦な
第３の端表面を備え、第２のアームが、第２の端表面に対向する平坦な第４の端表面を備
え、更なるストリップ導体が、接点開口と第３及び第４の端表面内に存在する第２の電気
接触表面との間に延在し、第１の電気接触表面が、第１の接点技術及び／または接点割当
てを使用して接触するために構成され、第２の電気接触表面が、異なる第２の接点技術及
び／または接点割当てを使用して接触するために構成される、電気接続ピースが開発され
る。
【０００５】
　本説明の文脈内で、「対向する端表面」は、それぞれのアームの対向する平坦側面上に
配置される表面である。特に、対向する端表面は、それらの表面に垂直な方向に互いに少
なくともほぼ合同であるように設計及び／または配置される。内視鏡は、特に、ビデオ内
視鏡である。画像生成ユニットは、特に、ビデオユニットまたはＲユニットである。その
ため、電気接続ピースは、特に、ビデオ内視鏡のシャフト内に位置する密閉式ビデオユニ
ットを有するビデオ内視鏡のために設計される、及び／または、そのために使用され得る
。
【０００６】
　有利には、電気接続ピースは、接触表面のフレキシブルな接点及び／または接点割当て
を可能にし、そのことは、電気接続ピースのために使用される接点技術及び／または接点
割当てが前もって確立される必要がないことを意味する。電気接続ピースが内視鏡の画像
生成ユニットに接続されるときにだけ、対応する選択が行われなければならない。したが
って、電気接続ピースは、単一回路基板設計及び／または単一電気接続ピースが複数の異
なるタイプの内視鏡において使用される異なるタイプの接続に適する。例えば、任意選択
で、高分解能ビデオ内視鏡が、２または３ＣＣＤシステムあるいは更に３Ｄビデオ内視鏡
と接触状態にされてもよい。これは、たとえ量が小さい場合でも、設計コスト及び部品の
コストを低減する。１つでかつ同じ電気接続ピースに関して、異なる接点技術または接点
割当てを使用するオプションによって可能である同じ部品の使用が許容されることによっ
て、置換部品及び保管のコストが、同様に、より大きな量の場合に低減される。
【０００７】
　例えば、接触表面がケーブルのより合されたワイヤにはんだ付けされるとき、電気接続
ピースの２つのアームがまだ重ね合わされないときにはんだ付けを実施することが有利に
は可能である。これは、同様に、画像生成ユニットの接点ピンと回路基板の中央セクショ
ン内の貫通接続との間の接続に関連する。貫通接続及び接触表面は、もしかすると妨害的
に配置されるアームなしで、はんだ付けが実施されるように露出される。有利には、自動
化はんだ付けが、同様に、行われてもよい。
【０００８】
　有利な実施形態によれば、アームが、中央セクションから反対方向に分岐し、対称軸が
、アームの長手方向の共通方向に少なくともほぼ平行または垂直に延在する電気接続ピー
スが開発される。対称軸の配置に応じて、所望の接点技術を選択した後、電気接続ピース
は、その長手方向軸の周りに回転する、または、長手方向軸を横断して反転する。長手方
向に平行と垂直との両方において対称である接点割当てを提供することが、同様に可能で
ある。そのため、電気接続ピースは、不良接点の可能性無しに任意の方法で反転または回
転されてもよい。そのため、取扱いは、特に簡単で、不良取付けのリスクは最小に制限さ
れる。
【０００９】
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　更に、特に、任意選択で、第１及び第２の端表面内の第１の接触表面または第３及び第
４の端表面内の第２の接触表面が、更なる電気接続要素の、特に、１つまたは複数のケー
ブル、１つまたは複数のフレキシブル回路基板、あるいは１つまたは複数のプラグコネク
タの、接点に接続され得るまたは接続される電気接続ピースが開発される。
【００１０】
　回路基板の中央セクションは、第１の側面及び対向する第２の側面を備える。中央セク
ションの第１の側面は、第１の電気接触表面が回路基板の共通の平坦側面上にある状態で
配置される。したがって、中央セクションの第２の側面は、第２の電気接触表面が回路基
板の共通の平坦側面上にある状態で配置される。更なる電気接続要素が、それによって接
触状態にされることが意図される所望の接点技術に応じて、中央セクションの第１のまた
は第２の平坦側面は、画像生成ユニットの貫通接続に向く。したがって、第１及び第２の
アームは、アームが、中央セクションの対向する側面に向く半空間内に位置するよう少な
くとも間接的に重ね合わされるように屈曲される。屈曲プロセスの前にまたは後に、接触
表面は、所望の接点技術を使用して接触状態にされる。
【００１１】
　更に、特に、互いに異なる第１及び第２の接点技術が、以下のリスト：はんだ付け、プ
ラグ接続、角のビアによる接続、の中から選択されることが提供される。当然、さらに一
般的に知られた接点技術が適用されても良い。
【００１２】
　更なる有利な実施形態によれば、回路基板の中央セクション及び／または端表面ならび
に更なる端表面の１つまたは複数が、強化される、及び／または、アームよりフレキシブ
ルでないことが提供される。回路基板の中央セクションが強化される、または、アームよ
りフレキシブルでないように設計される場合、単に、前記中央セクションを密閉式貫通接
続の接点ピンに押付け、そこに固定することが可能である。これは、同様に、接点ピンの
後続のはんだ付けを簡略化する。アームの端表面が強化された、または、よりフレキシブ
ルでない実施形態は、更なる電気接続要素に対する接続を簡略化する。
【００１３】
　特に、第１のアーム及び第２のアームが、少なくともほぼ同じ長さを有し、互いの上部
に平坦に少なくとも部分的に設置され得るまたは設置され、重ね合された状態において、
第１及び第２の端表面または第３及び第４の端表面が中央セクションから外方を向き、重
ね合された状態において、中央セクションと共に、実質的に対称な三角形を形成し、重ね
合された端表面が、画像生成ユニットの中心軸または回転軸上に実質的に設置され得るま
たは設置される電気接続ピースが同様に開発される。
【００１４】
　アームのそれぞれの自由端と、前記自由端に向く中央セクションの縁であって、その縁
において、中央セクションが、関連するアームと結合する、縁との距離は、アームの長さ
とみなされる。
【００１５】
　中央セクションに対する、特に、画像生成ユニットの中心軸または回転軸に対するアー
ムの、先に述べた配置は、画像生成ユニット、例えば、ビデオユニットの画像回転を容易
にし、同時に、より信頼性のある電気接点を保証する。こうした軸方向対称配置は、例え
ば、隣接するフレキシブル回路基板の一様な摩耗が存在するように、考えられる２つのね
じれ方向、例えば、時計方向または反時計方向のいずれにも委ねず、また、考えられる２
つの回転方向のいずれにも委ねられない。
【００１６】
　有利な実施形態によれば、特に、平坦安定化本体が含まれ、前記安定化本体が、重ね合
わされた端表面の間に配置され、安定化本体は、特に、電気絶縁材料を含み、更に特に、
第１のアーム及び第２のアーム内の端表面内のストリップ導体部分及び／または更なるス
トリップ導体部分において信号クロストークを低減させる材料を含むことが更に提供され
る。
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【００１７】
　特に、アームの後方屈曲状態において、安定化本体は、それぞれ重ね合わされた端表面
間に配置される。安定化本体は、同様に、特に、絶縁材料から生産される。更に、特に、
この安定化本体は、信号クロストークを低減する材料から生産される。
【００１８】
　安定化本体は、更なる電気接続ピースによって確実な接点が作られ得ることを保証する
。同時に、安定化本体は、内部の未使用の接触表面を互いから絶縁する。
　更なる実施形態によれば、接続要素が含まれ、前記接続要素が、端表面を貫通し共に接
続し、特に、安定化本体の両側でマッシュルーム状突出部として構成されることが提供さ
れる。接続要素は、互いの上の２つのアームについて、単純で、迅速に取付け可能で、効
率的な保持機能を示す。接続要素は、同様に、ネジ接続またはリベット式接続であっても
よい。安定化本体が、電気絶縁性であるように設計されることが、同様に可能である。代
替的に、アームが、内部端表面上で互いにまたは安定化本体に接着接合されることが同様
に提供される。
【００１９】
　更なる実施形態によれば、回路基板の中央セクションの接点開口が、密閉式貫通接続の
接点ピンによって塞がれ得るまたは塞がれ、接点ピンにはんだ付けされ得るまたははんだ
付けされる電気接続ピースが開発される。
【００２０】
　特に、回路基板の中央セクションは、密閉式貫通接続の表面上で平坦に広がらない。そ
のため、はんだは、存在する中間空間に毛管作用によって貫入すること、及び、任意選択
で、接点ピン間の短絡をもたらすことを防止される。
【００２１】
　本目的は、シャフト、及び、シャフト内に配置される密閉式画像生成ユニット、特に、
ビデオユニットを備える内視鏡、特に、ビデオ内視鏡であって、先に述べた実施形態の１
つまたは複数による電気接続ピースを更に備える、内視鏡、特に、ビデオ内視鏡によって
更に達成される。
【００２２】
　同じまたは同様な利点は、電気接続ピースに関して既に述べたように、内視鏡に関する
。したがって、更なる説明は省略される。
　本目的は、同様に、内視鏡内で電気接続を確立するための方法によって達成され、先に
述べた実施形態の１つまたは複数による電気接続ピースが提供され、電気接続ピースを接
触させるための第１または第２の接点技術及び／または接点割当てが選択され、
　第１の接点技術及び／または接点割当てが選択されると：
－第１の電気接触表面が回路基板の共通平坦側面上にある状態で配置される中央セクショ
ンの第１の側面は、画像生成ユニットの貫通接続に向き、接点開口が貫通接続の接点ピン
上にある状態で設置され、はんだ付けされ、
－第１のアーム及び第２のアームは、互いに向かって屈曲され、アームの第３及び第４の
端表面は、重ね合わされ、共に接続されるため、第１の電気接触表面が外方に向き、
－その後、第１の電気接触表面と更なる電気接続要素の電気導体との導電性接続は、第１
の接点技術及び／または接点割当てに従って確立され、
　第２の接点技術及び／または接点割当てが選択されると：
－第２の電気接触表面が回路基板の共通平坦側面上にある状態で配置される中央セクショ
ンの第２の側面は、画像生成ユニットの貫通接続に向き、接点開口が貫通接続の接点ピン
上にある状態で設置され、はんだ付けされ、
－第１のアーム及び第２のアームは、互いに向かって屈曲され、アームの第１及び第２の
端表面は、重ね合わされ、共に接続されるため、第２の電気接触表面は外方に向き、
－その後、第２の電気接触表面と更なる接続要素の電気導体との導電性接続は、第２の接
点技術及び／または接点割当てに従って確立される。
【００２３】
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　第１及び第２のアームは、特に、間接的に重ね合わされる。
　本発明の特徴に従って電気接続を確立するための方法は、接点技術の選択が、内視鏡、
例えば、ビデオ内視鏡の生産プロセスの後になって行われなければならないため、特に効
率的に実装され得る。したがって、方法は、外部境界条件に迅速にかつ柔軟に適合され得
る。電気接続ピースが、複数の異なるタイプの内視鏡またはビデオ内視鏡について同じ部
品として使用され得るため、方法は、特に、経済的に実装され得る。
【００２４】
　特に、互いに異なる第１及び第２の接点技術が、以下のリスト：はんだ付け、プラグ接
続、角のビアによる接続、の中から選択され、第１及び／または第２の接触表面が、任意
選択で、これらの接点技術のうちの１つによって接触状態にされる方法が開発される。
【００２５】
　更に、第１のアーム及び第２のアームが、少なくともほぼ同じ長さを有し、互いの上部
に平坦に少なくとも部分的に設置され、重ね合された状態において、第１及び第２の端表
面または第３及び第４の端表面が中央セクションから外方を向き、重ね合された状態にお
いて、中央セクションと共に、実質的に対称な三角形を形成し、特に、重ね合された端表
面は、画像生成ユニットの中心軸または回転軸上に実質的に設置される方法が開発される
。
【００２６】
　更なる有利な実施形態によれば、特に、平坦安定化本体が、重ね合わされた端表面の間
に配置され、安定化本体が、特に、電気絶縁材料を含み、更に特に、第１のアーム及び第
２のアーム内の端表面内のストリップ導体部分及び／または更なるストリップ導体部分に
おいて信号クロストークを低減させる材料を含むことが提供される。
【００２７】
　最後に、第１のアーム及び第２のアームが、端表面を貫通する接続要素に接続され、接
続要素が、特に、安定化本体の両側でマッシュルーム状突出部を形成する方法が開発され
る。
【００２８】
　方法に関する同じまたは同様な利点はまた、本発明の態様による電気接続ピースに関し
て既に述べているため、反復は意図的に省略される。
　本発明の更なる特徴は、特許請求の範囲及び添付図面と共に、本発明による実施形態の
説明から導かれてもよい。本発明による実施形態は、個々の特徴または幾つかの特徴の組
合せを実現してもよい。
【００２９】
　本発明は、図面を参照して例示的な実施形態によって、一般的な発明の考えを制限する
ことなく以降で述べられ、本文でより詳細に述べられない本発明による全ての個々の詳細
に関して、図面に対して参照が明示的に行われる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】画像生成ユニット、例えば、ビデオユニットまたはＲユニットの貫通接続上に設
置される電気接続ピースの側面図である。
【図２】図１による接続ピースの概略的に簡略化された斜視図である。
【図３】２つのアームが異なる方向にどのように屈曲されているかまたは屈曲されるかを
示す電気接続ピースの概略的に簡略化された図である。
【図４】そのアームが屈曲されるのではなく、平坦であるように設計される電気接続ピー
スの概略的に簡略化された平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図面において、同じまたは同様の要素及び／または部品は、それぞれの場合における更
なる説明を不要とするため、同じ参照数字をそれぞれ備える。
　図１は、側面からの概略的でかつ簡略化された、内視鏡、例えば、ビデオ内視鏡用の電
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気接続ピースを示す。右画像側には、画像生成ユニット、例えば、ビデオユニットまたは
Ｒユニットの密閉式貫通接続１０が示される。この貫通接続は、ハウジング２０内に配置
され、プラグ接続及びネジ接続ポイント２２を受取るためのハウジング部分２１は、図１
の右の近位端において前記ハウジングに隣接する。
【００３２】
　接点ピン１１は、密閉式貫通接続１０の遠位端において貫通接続１０から図１の左に突
出する。接点ピン１１は、同様に、近位側で密閉式貫通接続１０から突出するが、遠近法
において、ハウジング２０によって隠されている。接点ピン１１は、例として、このポイ
ントにおける貫通接続１０が密閉されるように、ガラスプレート内に鋳造される。
【００３３】
　フレキシブル回路基板３０の中央セクション３１は、接点ピン１１の遠位突出端上に設
置される。中央セクション３１内には、図１において見えない接点開口が位置し、その接
点開口は、サイズ及び配置が、密閉式貫通接続１０上の接点ピン１１に対応する。好まし
くは、フレキシブル回路基板３０の中央セクション３１は、密閉式貫通接続１０からの間
隔を含み、その間隔は、しかし、小さ過ぎて図１において見えないように選択される。
【００３４】
　フレキシブル回路基板３０は、中央セクション３１に隣接する第１のアーム３２及び第
２のアーム３３を有する。第１のアーム３２及び第２のアーム３３は、屈曲可能であり、
中央セクション３１から互いに異なる方向に、好ましくは反対方向に延在するように設計
される。第１のアーム３２は、中央セクション３１から外方を向く第１のアーム３２の端
において第１の平坦端表面３６を有し、第１の平坦端表面３６は、好ましくは強化される
ように設計されるが、残りのアーム３２と比べて少なくともフレキシブルでない。同様に
、第２のアーム３３は、中央セクション３１から外方を向く第２のアーム３３の端におい
て、第２の平坦端表面３７を有し、第２の平坦端表面３７は、第１の平坦端表面３６と同
様の方法で、強化されるように設計されるが、第２のアーム３３と比べて少なくともフレ
キシブルでない。
【００３５】
　第１の電気接触表面３４、３５は、第１及び第２の端表面３６、３７内に存在する。図
１には示されないストリップ導体は、接点ピン１１を閉囲する接点開口と第１の接触表面
３４、３５との間に延在する。そのため、接触表面３４、３５によって、これらの接触表
面と接点ピン１１との間の電気接続を生成する可能性が提供される。
【００３６】
　更に、第１のアーム３２が第１の端表面３６に対向する平坦な第３の端表面３６ａを備
えることが提供される。第２のアーム３３は、第２の端表面３７に対向する平坦な第４の
端表面３７ａを備える。第２の電気接触表面３４ａ、３５ａは、第３及び第４の端表面３
６ａ、３７ａ内に存在する。図示されない更なるストリップ導体は、第２の電気接触表面
３４ａ、３５ａと接点開口との間に延在し、接点ピン１１は接点開口内に受取られる。
【００３７】
　図１に示す配置を達成するため、第１及び第２のアーム３２、３３は、屈曲し、それら
の端領域内で間接的に重ね合わされる。安定化本体４０は、アーム３２、３３の重ね合わ
された部分の間に位置する。例示的な実施形態において、安定化本体４０は、第３の端表
面３６と第４の端表面３７との間に位置し、電気絶縁材料から生産される。そのため、内
部の第２の接触表面３４ａ、３５ａは、互いから電気絶縁される。好ましくは、安定化本
体４０は、第１のアーム３２及び第２のアーム３３の端表面３６、３６ａ、３７、３７ａ
内に延在するストリップ導体部分及び／または更なるストリップ導体部分において、信号
クロストークを低減させる材料から生産される。
【００３８】
　第１の電気接触表面３４、３５は、第１の接点技術を使用して接触するために設計され
る。対照的に、第２の電気接触表面３４ａ、３５ａは、第１の接点技術と異なる第２の接
点技術を使用して接触するために設計される。図１に示す例示的な実施形態において、ア
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ーム３２、３３は、第１の電気接触表面３４、３５が、外側に位置する、すなわち、接触
のために自由に利用可能であるように屈曲される。
【００３９】
　考えられる１つの第１の接点技術は、例えば、はんだ付け、プラグ接続、または、角の
ビアによる接続もあり得る。第２の電気接触表面３４ａ、３５ａのために提供される第２
の接点技術は、第１の電気接触表面３４、３５のために提供される第１の接点技術と異な
る。接点技術は、好ましくは同様に、先に述べたリストから選択される。電気接続ピース
についてどの接点技術が提供されるか及び／または所望されるかに応じて、アーム３２、
３３は、任意選択で、図１に示す構成でまたは逆の構成で屈曲する。これは、第３及び第
４の端表面３６ａ、３７ａ（図示される）が重ね合わされ、第１の電気接触表面３４、３
５が自由に利用可能である、または、第１及び第２の端表面３６、３７が重ね合わされ、
第２の電気接触表面３４ａ、３５ａが接触のために利用可能であることを意味する。した
がって、中央セクション３１の第１の側面２８（図示される）または第２の側面２８ａは
、密閉式貫通接続１０に向く。
【００４０】
　屈曲手順が終了した後に、アーム３２、３３の端は、接続要素４１によって共に接続さ
れる。この接続要素は、好ましくは、アームの両側でマッシュルーム状突出部を形成する
ように構成される。図示されない更なる実施形態によれば、同様に、アーム３２、３３の
端を共にネジ込むこと、または、端を共に接合することも提供される。
【００４１】
　電気接続ピースは、密閉式貫通接続１０に接触及び／または接続した後、図示されない
更なる電気接続要素に接続される。そのため、第１の接触表面３４、３５及び／または第
２の接触表面３４ａ、３５ａは、更なる電気接続要素と接触状態になる。例えば、前記接
触表面は、１つまたは複数のケーブル（複数可）またはフレキシブル回路基板にはんだ付
けされる、または、プラグコネクタと接触状態になる。これに関連して、端領域における
アーム３２、３３の、強化された、及び／または、よりフレキシブルでない設計は、取扱
いを簡略化する。
【００４２】
　電気接続ピースは、好ましくは、内視鏡、特に、ビデオ内視鏡において使用するために
提供される。画像生成ユニットは、例えば、回転可能であるように設計されるビデオユニ
ットまたはＲユニットである。これに関連して、接触表面３４、３４ａ、３５、３５ａが
、画像生成ユニットの中心軸または回転軸上に実質的に位置する、及び／または、位置し
得ることが有利である。これを達成するため、第１のアーム３２及び第２のアーム３３は
、端表面が重ね合わされた状態で、アーム３２、３３が中央セクション３１と共に実質的
に対称の三角形を形成するように屈曲される。
【００４３】
　図２は、図１からわかる配置を、簡略化された略図でかつ斜視図で示す。例として、第
１の端表面３６内の第１のアーム３２の第１の接触表面３４が見える。それらは、例とし
て、はんだ接触用の接点またはプラグコネクタによる接触用の接点として設計される。
【００４４】
　図３は、回路基板３０の概略的でかつ簡略化された側面図を実線で示し、図１に示す回
路基板３０のアーム３２、３３は屈曲されている。第１の接触表面３４、３５は、アーム
３２、３３の重ね合わされた部分の外面上に位置する。第１の端表面３６及び第２の端表
面３７は、外方に向く。接続要素４１（図１参照）は、明確にするため示されない。
【００４５】
　図３の右部分において、フレキシブル回路基板３０及び安定化本体４０は、破線で示さ
れ、アーム３２、３３は逆方向に屈曲されている。この状態で、第３の端表面３６ａ及び
第４の端表面３７ａは外面上に位置するため、第２の接触表面３４ａ、３５ａは、外側か
ら利用可能である。
【００４６】
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　どの方向にアーム３２、３３が屈曲されるかに応じて、中央セクション３１の第１の側
面２８または第２の側面２８ａは、同様に、回路基板３０の外面上に位置し、接触した状
態で、密閉式貫通接続１０に向く。実線で示す状態において、中央セクション３１の第１
の側面２８は、回路基板３０の外面上に位置し、この回路基板は、接点ピン１１に押込ま
れ、それにより、第１の側面２８は密閉式貫通接続１０に向く（同様に図１参照）。破線
で示す状態において、回路基板３０の第２の側面２８ａは、回路基板３０の外面上に位置
する。ここで、第２の接触表面３４ａ、３５ａは、密閉式貫通接続１０の接点ピン１１と
接触状態になるために使用されることを意図される。フレキシブル回路基板３０は、接点
ピン１１に押込まれ、それにより、中央セクション３１の第２の側面２８ａは、密閉式貫
通接続１０に向く。
【００４７】
　任意選択で、密閉式貫通接続１０の接点ピン１１上に第１または第２の側面２８、２８
ａを設置するため、回路基板３０は、反転され、そのアーム３２、３３は、相応して後方
に屈曲される。しかし、不良の接点をもたらすことなく、接点ピン１１の対応する接触を
可能にするため、中央セクション３１に設けられる接点開口１２の接点割当ては、鏡像対
称であるように設計される。これは、図４の概略的に簡略化された平面図に示される。図
４は、アーム３２、３３が後方に屈曲していない回路基板３０の側面を示す。例として、
接点開口１２は、アーム３２、３３の長手方向Ｌの共通方向にほぼ平行に延在する、示さ
れる対称軸Ａ（一点鎖線で示される）に対して鏡像対称で設計される。更なる対称軸Ａ´
（点線で示される）は、長手方向Ｌの方向に少なくともほぼ垂直に延在する。例示的な実
施形態において、接点の配置及び接点の接点割当ては、対称軸Ａと更なる対称軸Ａ´の両
方に対して鏡像対称である。そのため、任意選択で、示される回路基板３０を傾斜させる
または反転させること、また、任意選択で、第１の側面２８または対向する第２の側面２
８ａによって接点ピン１１上に前記回路基板を設置すること、及び、側面を接点ピン１１
に接続することが可能である。
【００４８】
　内視鏡において、特に、ビデオ内視鏡において電気接続を確立するための例示的な方法
によれば、図１～４に示す電気接続ピースが提供される。同様に、電気接続ピースを接触
状態にするため、第１の及び第２の接点技術の間で選択が行われる。
【００４９】
　第１の接点技術、例えば、はんだ付け接続が選択される場合、第１の電気接触表面３４
、３５が回路基板３０の共通平坦側面上にある状態で配置される中央セクション３１の第
１の側面２８は、画像生成ユニットの貫通接続１０に向き、接点開口１２が貫通接続１０
の接点ピン１１上にある状態で設置され、はんだ付けされる。その後、第１の及び第２の
アーム３２、３３は、互いに向かって屈曲され、それにより、アーム３２、３３の第３及
び第４の端表面３６ａ、３７ａは、間接的に重ね合わされる。その後、アーム３２、３３
は共に接続される。安定化本体４０は、端表面３６ａと３７ａとの間に設けられる。結果
として、第１の電気接触表面３４、３５は外方に向く。これらの接触表面は、その後、第
１の接点技術に従って、更なる電気接続要素の電気導体と電気接触状態になる及び／また
は電気導体に接続される。例えば、はんだ付け接続が生成される。したがって、第１の電
気接触表面３４、３５は、この第１の接点技術、例えば、はんだ付け接続のために設計さ
れる。
【００５０】
　第２の接点技術、例えば、角のビアによる接続が選択される場合、第２の電気接触表面
３４ａ、３５ａが回路基板３０の共通平坦側面上にある状態で配置される中央セクション
３１の第２の側面２８ａは、画像生成ユニットの貫通接続１０に向き、接点開口１２が貫
通接続１０の接点ピン１１上にある状態で設置され、はんだ付けされる。その後、第１の
アーム３２及び第２のアーム３３は、互いに向かって屈曲され、それにより、アーム３２
、３３の第１及び第２の端表面３６、３７は、少なくとも間接的に重ね合わされる。アー
ム３２、３３は共に接続されるため、第２の電気接触表面３４ａ、３５ａは外方に向く。



(12) JP 6676067 B2 2020.4.8

10

その後、例えば、角のビアとして構成される第２の接触表面３４ａ、３５ａの間の導電性
接続は、第２の接点技術に従って、更なる電気接続要素の電気導体によって生成される。
【００５１】
　述べる特徴の全て、また更に、図面から個々に導出される特徴、また同様に、他の特徴
と組合せて開示される個々の特徴は、個々にまた組合せて、本発明にとって必須であると
見なされる。本発明による実施形態は、個々の特徴または幾つかの特徴の組合せによって
実現されてもよい。本発明の範囲内で、「特に」または「好ましくは」によって特定され
る特徴は、オプションの特徴として理解される。
【符号の説明】
【００５２】
１０…密閉式貫通接続、１１…接点ピン、１２…接点開口、２０…ハウジング、２１…ハ
ウジング部分、２２…ネジ接続ポイント、２８…第１の側面、２８ａ…第２の側面、３０
…フレキシブル回路基板、３１…中央セクション、３２…第１のアーム、３３…第２のア
ーム、３４、３５…第１の接触表面、３４ａ、３５ａ…第２の接触表面、３６…第１の端
表面、３６ａ…第３の端表面、３７…第２の端表面、３７ａ…第４の端表面、４０…安定
化本体、４１…接続要素、Ａ、Ａ´…対称軸、Ｌ…長手方向
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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